
北海道新幹線が開業１周年
道
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
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北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森

駅
―
新
函
館
北
斗
駅
１
４
８

・
８
㌔
）
が
３
月

日
、
開

業
１
周
年
を
迎
え
た
。

　
東
京
―
新
函
館
北
斗
間
を

最
速
４
時
間
２
分
で
結
び
、

北
海
道
と
本
州
間
の
交
流
に

変
化
を
も
た
ら
し
た
新
幹

線
。
こ
の
１
年
間
で
在
来
線

時
代
の
１
・
７
倍
と
な
る
２

２
９
万
人
が
青
函
ト
ン
ネ
ル

を
通
っ
て
往
来
し
、
道
南
地

域
を
中
心
に
北
海
道
や
青
函

圏
の
観
光
活
性
化
に
も
大
き

な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

　
北
海
道
で
は
、
３
月

～


日
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
事
業
を
行
っ
て
開
業
１

周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
２

年
目
以
降
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
た
。

　
３
月

日
、
午
前

時
か

ら
新
函
館
北
斗
駅
で
開
業
１

周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
高
橋
は
る
み
北
海
道

知
事
や
島
田
修
Ｊ
Ｒ
北
海
道

社
長
を
は
じ
め
、国
会
議
員
、

地
元
首
長
、
関
係
団
体
の
代

表
者
な
ど
が
出
席
。
高
橋
知

事
ら
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

地
元
小
学
生
ら
と
大
き
な
バ

ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
に
入
刀
し

て
１
周
年
を
祝
っ
た
。

　
高
橋
知
事
は
「
感
動
の
開

業
式
か
ら
１
年
、
予
想
を
上

回
る
多
く
の
方
に
利
用
い
た

だ
い
た
。
こ
れ
を
一
過
性
の

も
の
に
せ
ず
、
北
海
道
の
魅

力
を
し
っ
か
り
発
信
し
て
道

内
外
の
行
き
来
を
活
発
に
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
島

田
社
長
は
札
幌
延
伸
に
向
け

た
取
り
組
み
の
強
化
を
強
調

し
た
。

　
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続

き
、

時

分
に
到
着
し
た

東
京
発
１
番
列
車
「
は
や
ぶ

さ
１
号
」
の
乗
客
を
全
員
で

出
迎
え
、
記
念
品
を
渡
し
て

歓
迎
し
た
。

　
函
館
駅
前
で
も
１
周
年
を

祝
う
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
、
午
後
か
ら
の
ス
テ
ー
ジ

に
は
高
橋
知
事
や
島
田
社
長

に
工
藤
寿
樹
函
館
市
長
、
新

幹
線
特
任
車
掌
を
務
め
る
鈴

井
貴
之
さ
ん
、
人
気
コ
ン
ビ

の
タ
カ
ア
ン
ド
ト
シ
さ
ん
も

加
わ
っ
て
ト
ー
ク
や
鏡
開
き

を
行
い
、
２
年
目
へ
の
キ
ッ

ク
オ
フ
を
と
盛
り
上
げ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
木
古
内
駅
で

の
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
や

３
月

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

新
函
館
北
斗
駅
前
の
複
合
商

業
施
設
で
の
物
産
展
、
函
館

駅
前
通
で
の
バ
ル
街
や
街
楽

市
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、

、

日
に
は
、

民
営
化
さ
れ
た
在
来
線
部
分

を
走
る
「
道
南
い
さ
り
び
鉄

道
」
の
貸
し
切
り
列
車
試
乗

会
や
新
色
列
車
出
発
式
、


日
に
は
北
海
道
新
幹
線
の
開

業
効
果
と
今
後
の
課
題
を
考

え
る
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
、
開
業
１
周
年
を
祝
う
多

彩
な
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
快
走
す
る
北
海
道
新
幹
線

イベントにはタレントのタカアンドトシさんも登場 １周年のバースデーケーキを前に高橋北海道知事、島田ＪＲ北海道社長ら

「函館はやぶさＰＲ隊」 新函館北斗駅前にオープンした複合商業施設

道南いさりび鉄道も１周年。新色列車の発車式を行う

函館朝市名物のイカ釣りを楽しむ観光客 開業１周年記念フォーラム

左から高谷北斗市長、島田ＪＲ北海道社長、鳴海新函館北斗駅長

一番列車の乗客をお出迎え

お出迎えには旅館の若女将ら「津軽海峡マグロ女子会」も


